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ま
ち
づ
く
り
市
民
会
議
で
は
、

市
民
部
会
、
環
境
部
会
合
同
に
よ

り
、「
市
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
・
基

本
条
例
を
考
え
る
」
を
開
催
し
ま

す
。
各
部
会
の
メ
ン
バ
ー
も
参
加

し
、
小
人
数
の
グ
ル
ー
プ
討
議
を

通
じ
、（
仮
称
）
市
民
参
加
条
例
案

お
よ
び
環
境
基
本
条
例
案
の
基
本

的
な
視
点
を
抽
出
し
て
い
き
ま
す
。

グ
ル
ー
プ
討
議
で
は
、両
部
会
で
取

り
ま
と
め
た
条
例
案
の
骨
子
を
基

礎
に
、加
除
修
正
す
べ
き
点
を
具
体

的
に
議
論
し
て
い
く
予
定
で
す
。

▽
と
き　
　

月
２
日
（
日
）
午
後

１２

２
時
〜
５
時

▽
と
こ
ろ　

田
無
庁
舎
２
階　

、
２０２

　

会
議
室

２０３▽
持
ち
物　

筆
記
用
具

▽
そ
の
他　

当
日
、市
民
部
会
・
環

境
部
会
の
い
ず
れ
か
を
お
選
び
く

だ
さ
い
。
手
話
・
通
訳
・
会
議
資
料

等
を
ご
希
望
の
方
は
、　

日
ま
で

２２

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◆
企
画
課
（
�田
 
�
内
線　

）、
環
境

１１１１

保
全
課
（
�保
 
�
内
線　

）
２２０２

�　

う
ま
く
し
ゃ
べ
れ
な
い
、
こ
と

ば
が
は
っ
き
り
し
な
い
な
ど
の
心

配
に
つ
い
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▽
と
き　
　

月　

日
（
水
）
午
後

１２

１２

１
時
〜
５
時
（
１
人　

分
程
度
）

２０

▽
と
こ
ろ　

保
谷
庁
舎
４
階
教
育

相
談
課

▽
対
象　

５
歳
〜　

歳
く
ら
い

１２

▽
相
談
・
指
導　

長
浜
ヒ
サ
先
生

（
言
語
訓
練
士
）

▽
申
込　
　

日（
木
）ま
で
に
教
育

２９

相
談
課
に
電
話
予
約

◆
教
育
相
談
課
（
�保
 
�
　

・
４
９

２５

７
２
）

おお
子子
ささ
んん
のの
言言
語語

訓訓
練練
・・
言言
語語
相相
談談

市市
民民
のの
手手
作作
りり
ワワ
ーー
クク

シシ
ョョ
ッッ
ププ
にに
ごご
参参
加加
をを

　

合
併
し
て
か
ら
も
う
す
ぐ
１

年
を
迎
え
る
の
に
、「
西
東
京
市

の
イ
メ
ー
ジ
が
わ
か
な
い
な
」、

「
西
東
京
市
の
シ
ン
ボ
ル
っ
て
何

？
」と
い
う
声
を
耳
に
し
ま
す
。

合
併
し
た
か
ら
と
い
っ
て
、す
ぐ

に
新
市
の
イ
メ
ー
ジ
が
定
着
す

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、市

民
の
一
体
感
を
生
む
た
め
に
は
、

や
は
り
寄
り
ど
こ
ろ
と
な
る
シ

ン
ボ
ル
が
必
要
で
す
。そ
の
た

め
、西
東
京
市
で
は
、シ
ン
ボ
ル

マ
ー
ク（
市
章
）を
公
募
し
、新
市

誕
生
１
周
年
を
迎
え
る
来
年
１

月
に
あ
わ
せ
て
、発
表
す
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。全
国
か
ら
寄
せ
ら

れ
た
千　

点
の
作
品
は
、い
ず
れ

５７８

も
力
作
ぞ
ろ
い
。会
議
室
い
っ
ぱ

い
に
広
げ
た
作
品
の
中
か
ら
候

補
作
品
を
選
定
す
る
作
業
は
、困

難
を
極
め
ま
し
た
。こ
の
中
か
ら

最
終
候
補
を
３
点
に
絞
り
込
み
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
人
気
投
票
の

結
果
を
参
考
に
し
な
が
ら
、年
内

に
は
最
終
選
定
を
行
い
、
来
年

１
月
に
発
表
す
る
予
定
で
す

（
詳
し
く
は
、　

月
１
日
号
を

１１

ご
覧
く
だ
さ
い
）
。
今
し
ば
ら

く
お
待
ち
く
だ
さ
い
。

　

他
に
も
ま
ち
の
イ
メ
ー
ジ
を

表
す
も
の
と
し
て
、市
の
木
、市

の
花
、市
の
鳥
等
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
に
つ
い
て
も
、今
後
、周

年
記
念
事
業
等
を
通
じ
て
、市
民

の
皆
さ
ん
の
意
見
を
募
集
し
な

が
ら
、順
次
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　

旧
市
の
市
民
同
士
の
交
流
を

深
め
る
た
め
に
は
、市
民
の
ふ
れ

あ
い
の
場
を
設
定
す
る
こ
と
も

大
切
で
す
。そ
こ
で
西
東
京
市
で

は
、世
代
を
超
え
た
市
民
の
交
流

を
進
め
る
た
め
、さ
ま
ざ
ま
な
合

併
記
念
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
て

い
ま
す
。
最
近
、「
西
東
京
市
誕

生
記
念
〇
〇
」と
い
う
イ
ベ
ン
ト

が
多
い
こ
と
に
お
気
付
き
の
方

も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

　

今
年
５
月
の
東
京
消
防
庁
音

楽
隊
を
招
い
た「
合
併
記
念
コ
ン

サ
ー
ト
」
を
皮
切
り
に
、
西
東
京

そ
ば
の
実
演
に
よ
る「
東
大
農
場

で
遊
ぼ
う
」、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
と
の
共
催

に
よ
る「
Ｂ
Ｓ
ジ
ュ
ニ
ア
の
ど
自

慢
」な
ど
新
規
の
イ
ベ
ン
ト
に
加

え
、
市
民
ス
ポ
ー
ツ
ま
つ
り
、
市

民
ま
つ
り
な
ど
合
併
前
か
ら
あ

っ
た
旧
両
市
の
イ
ベ
ン
ト
に
つ

い
て
も
、関
係
機
関
等
の
ご
協
力

の
も
と
に
一
層
の
充
実
を
図
っ

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、来
年
１
月

に
は
、新
市
誕
生
１
周
年
記
念
事

業
と
し
て
、公
募
市
民
に
よ
る
実

行
委
員
会
の
企
画
に
よ
り
、市
民

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
、コ
ン
サ
ー
ト
を

は
じ
め
、盛
り
だ
く
さ
ん
の
イ
ベ

ン
ト
を
予
定
し
て
い
ま
す
。市
民

実
行
委
員
会
が
企
画
・
運
営
す
る

市
民
の
手
作
り
に
よ
る
イ
ベ
ン

ト
で
す
。皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
心

よ
り
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

合
併
後
、西
東
京
市
の
イ
メ
ー

ジ
が
目
に
見
え
て
定
着
す
る
ま

で
に
は
、一
定
の
時
間
の
経
過
が

必
要
で
す
。し
か
し
、市
章
の
制

定
や
市
民
の
交
流
事
業
は
、市
民

の
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
て
、ま

た
、情
報
発
信
の
場
と
し
て
、重

要
な
意
味
を
持
つ
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

今
後
と
も
、年
齢
を
問
わ
ず
、

多
く
の
市
民
の
方
に
親
し
ん
で

い
た
だ
け
る
市
民
交
流
事
業
を

企
画
し
て
い
き
ま
す
の
で
、ご
期

待
く
だ
さ
い
。

◆
企
画
課
（
�田
 
�
内
線　

）
１１２２
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　「和」は、市民の心のつながりを、「輪」は、個人、
地域のネットワーク、つまり目に見えるつなが
りを表現したもので、西東京市民は、一心同体で
ありたいとの願いが込められています。
　サブタイトルの「Harmonious（ハーモニアス）」
とは、調和を意味し、文化・コミュニティその他
あらゆる面で調和のとれた新しいまちにしたい
との願いであり、「和」と「輪」が西東京市という
車の両輪となり、新市の礎（いしずえ）になると
考え、１周年記念事業のテーマとしました。
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◆ミュージカル"パーフェクト・ファミリー !?"
１月６日（日）時間未定　保谷こもれびホール
　１０月１５日号の市報で出演者の募集をしたとこ
ろ、７６人の応募をいただき、１０月２８日、田無庁
舎でオーディションを行いました。その結果、
３６人が合格し、約２か月間の厳しいけいこを受
け、来年１月６日の本番に臨むこととなりまし
た。応募いただいた皆さん、本当にありがとう
ございました。

◆スピーチ＆座談会"中学生の言いたい！ "
　１月２６日（土）午後２時　コール田無
　未来を担う若者たちに日ごろ思っていること
をぶつけてもらい、今後の西東京市のことや社
会全体のことについて、市民の皆さんと考える
チャンスにしたいと思います。スピーチ終了
後、大人とのテーマ別話し合いも予定しています。

▽応募資格　市内在住・在学の中学生

▽募集人数　１０人程度

▽スピーチ内容　自由（例：「夢」「まちについて
思うこと」「大人にいいたい」など１人５分程度）

▽応募方法　往復はがきに住所・氏名・年齢・
電話番号・学校名（学年）・スピーチ内容を記入
し、企画課へ。

▽締切り　１２月１４日（金）必着
※出場者の決定等については１２月中にご連絡し
ます。応募者多数の場合は、西東京市誕生１周
年記念事業市民実行委員会で選考（学年・男女
数・地域等による）させていただきます。

▽問合せ　西東京市誕生１周年記念事業市民実
行委員会委員・菅（�０９０-２５３６-０２７６、昼間のみ）

◆２つの市民オーケストラによる合同クラシッ
クコンサート
　１月２７日（日）午後２時開演　市民会館公会堂
　田無市、保谷市で活動してきた市民オーケス
トラの合同演奏会を行います。（詳しくは１２月１５
日号の市報でお知らせします）。

▽出演　西東京交響楽団・西東京フィルハーモ
ニーオーケストラ

◆「和と輪」の湯のみ展
１月２３日（水）～２５日(金)午前１０時～午後６時　
保谷こもれびホール・エントランスホール
　事業テーマ「和と輪」をイメージした、創作「ゆ
のみ」を募集します。出展作品は記念事業期間
の上記日程で展示します。

▽応募資格　不問（西東京市以外の方でも可）

▽応募条件　①制作テーマ「和と輪」にふさわ
しいもの　②未発表の自作の作品であること
③サイズは制限なし　④出品数は１人またはグ
ループにつき１作品

▽応募方法　出展希望者は、往復はがきに住所・
氏名・電話番号・テーマをご記入し、企画課へ。
※作品搬入方法等は、応募受付後ご連絡します。

▽締切り　１２月１４日（金）必着

▽出品料　無料

▽その他　◎搬入の際、差し支えなければ顔写
真（横４センチ�×縦５センチ�）の同封をお
願いします。◎出品作品は「湯のみ展」終了後、
１０日以内に返送します。◎万全の注意を払いま
すが、出品作品の破損等については実行委員会
では責任を負いかねます。ご了承ください。

▽問合せ　西東京市誕生１周年記念事業市民実
行委員会委員・板倉（�０９０-４０９８-４８２４）

西西東東京京市市誕誕生生１１周周年年記記念念事事業業がが決決ままりりままししたた
テテーーママはは「「 和和とと輪輪～～HHaarrmmoonniioouuss NNiisshhiittookkyyoo CCiittyy～～｣｣
　西東京市誕生１周年記念事業市民実行委員
会は、これまで１０回の会議を開き、記念事業の
テーマと４つの事業を決定しました。まだ、具
体的な事業内容が未定な部分もありますが、今
後決定しだい、市報を通じてお知らせします。

調和のとれた新しいまち

応募先　〒１８８－８６６６西東京市役所田無庁舎企画課　◆企画課（�田 �内線１１１１、１１１２）

西東京市誕生１周年記念事業ボランティアスタッフ募集

　住所・氏名・電話番号・ファクス番号・緊
急連絡先・年齢・学校名または勤務先・希望
する事業・手伝える日と時間を、ファクス
（�６３・９５８５）または電話で企画課へ。
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谷
戸
せ
せ
ら
ぎ
公
園
の
園
路
の
表
面
が
は
く
り
し
て
い

る
た
め
、
公
園
を
一
時
閉
園
し
て
園
路
の
舗
装
を
補
修
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ご
不
便
、
ご
迷
惑
を
お
か
け
し

ま
す
が
、
工
事
に
よ
っ
て
安
全
に
散
策
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
工
事
は
、　
１１

月　

日
〜　

日
を
予
定
し
て
い
ま
す
（
雨
天
順
延
、
土
・

２６

３０

日
・
祝
日
を
除
く
）。

◆
道
路
管
理
課
（
�保
 
�
内
線　

）、
公
園
緑
地
課
（
�保
 
�
内

２４５３

線　

）
２４３３

担当課（内線）傍聴人数議 題と こ ろと き会 議 名

企画課
（１１２０）５人事務事業の

見直し等
田無庁舎３階庁議
室

１１月２０日（火）
午前９時３０分～正午

行 財 政 改 革
推 進 委 員 会

教育庶務課
（２６１１）１０人未定保谷東庁舎地下第

３会議室
１１月２０日（火）
午後２時３０分から教 育 委 員 会

企画課
（１１１１）１０人条例案の作

成
田無庁舎２階２０２
・２０３会議室

１１月２０日（火）
午後７時～９時

ま ち づ く り
市 民 会 議

企画課
（１１２２）１０人新市建設計

画について
田無庁舎２階２０２
・２０３会議室

１１月２２日（木）
午前９時３０分～正午

総 合 計 画
策 定 審 議 会

生活文化課
（１４２５）１０人応募作品の

選考
田無庁舎２階２０３
会議室

１１月１６日（金）・２２日（木）
・３０日（金）
午前９時～正午

平和都市宣言
市 民 委 員 会

産業振興課
（１４４２）１０人今後の方向

性
田無庁舎議会棟４
階第３委員会室

１１月２２日（木）
午前１０時～正午

中小企業従業員退職
金等共済運営審議会

子育て支援
課（１５２１）５人会議の運営

方法ほ
か

田無庁舎５階５０２
会議室

１１月２７日（火）
午後２時～４時

青 少 年 問 題
協 議 会

　
　

月
後
半
に
開
催
さ
れ
る
審
議
会
等
に

１１
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
会
議
の
日
程

・
議
題
等
は
、
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
傍
聴
を
希
望
す
る
方
は
、あ
ら
か

じ
め
担
当
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

会
議
開
催
予
定
は
、
市
報
の
ほ
か
、
西

東
京
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
両
庁
舎
入
口
の

掲
示
板
で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。
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